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早朝の受付風景

4月 5f日桜花爛漫 と咲き乱れる靖国神社 におい て

東部聾―ギエア戦友会主催第 1・3回 合同慰霊祭 が執 り行われた。

(合同慰霊祭は昭和43年～平成 7年 二 4年目毎。平成 9年 より幅年実施 )

ご   挨   拶 東部ニユ=ギニア戦友会々長  堀江正夫

この ところず っと
―
、政治、:経済t社 会、外:交等あiらゆる面で暗い.話が:続いて、鬱燿感 も

昂・じ、覇気 も自信 も希望 も無 くして きたのが、残:念なが ら紛れも,ない最近の 日本の実態 で

あり、・国民の真情であ ります。

こうiした中 で最近 中、韓 、両国の非常識極 まりない圧力に屈す る事なく、新 しい教科

書を作る会のメ ンバーが執筆 した、申学校の歴史教科書が検定に合格 したことは、せめ て

もの救いであり喜びであ り、ホッ́とされた方 も多こととご同慶に堪えません。

加えて昨:4月 16日 には、大朗報が飛 こんできま した。

雅子皇太子妃の、ご懐妊の報道です。い うまで も‐な く多 くの国民は皇室に男系の皇嗣ない

こ=とを、|ひそかにご案 じ申し上げておりました。 その中での この朗報ですか ら慶び も一入

です。,この上はどうかお元気 で1目出度 く皇子が ご生誕 され るよう.、心からご期待申し上げ

|お祈 =り
'申

t上 げたいと思 います。

さて、:昨年は多事多難|だった二十世紀最後 の年でありました。f戦友会 とtて も、この意

義ある年 に東部ニユ ーギニア慰霊巡拝を と計画 し、多 くの 戦友やご遺族の皆様に、現地で

ご棋養し,て頂.きました。私 も 19名 :のご遺族を主とした二行で参 り23か 所で ご供養す る

こ:とがで き、感謝の気持ちで一杯であ:ります。

昨年より今年に:わたり、政府 の遺骨収集が 2回 '行われ、 160:柱 の亡 き:戦友の ご遺骨を

祖国にお迎え致 しました。 ご協力:頂いた戦友やご遺族や青年遺骨収集:団の皆様に、心か ら

感謝申:し上げたい と思い ます。

この 4月 51日1こは、隔年実施 して いる東部 ニユーギニア戦友会の、陸海軍合同の
i慰

霊祭

を実施致 しました。桜花爆漫たる靖国神社には全国各地から予想を上回 る300名 を超す

戦友やご遺族 にお集 まり頂 き、亡 きお1英霊に弔 魂の誠を捧げました。
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本年は新tい 試みと してお遺族有志の代表の祭文奏上 も行いましたが、さ来年の慰霊祭

では、 ご遺族の皆様に も準備などのお手伝いを頂 き、その次の回か らは実質的にご遺族の

皆様主体で執行 して頂けるよ うにしたい。戦友達の年齢を考える時、その様にしなければ

慰霊祭その もの:が実行で きな くなると心配:してい,ます。 関係の皆様方の格別のご高配を

心か らお願い申 し上げます。|

本年は、大東亜戦争勃発 60.年に'なります、今年 もなるべ く多 くの皆様が、未だ大半の

ご遺骨が眠る、現地の慰霊巡拝 にお出で頂 くよう願ってやみません。遺骨収集 も更 に実施

して貰 うよう、今後も政府 にお願い したいと思 っています 、その節1ままた進んでご協功 を

お願い申 し上げます。   :l                         l・

最後に皆様の益々の ご健勝をお祈り申 し上げますと共に、部隊会のお世話を頂いている

皆様に心から感謝申し上げ、「,この上 ともにお世話下さるようお願い申し上げます。 11
:特に、戦友会の後藤事務局長には、長年に亘り万端のお世話を頂き、その献身奉仕には

感謝の言葉 もありません。東部ニユーギニア戦友会が今日まで存続し、諸々の活動を行 う

ことが,出来るのは、言 う迄 もなく、一に も二にも後藤氏のお陰であり、この際皆様 と共に

心か ら感謝申し上げ、この上とものご健勝をお祈りしたいと存 じます。

では皆様、また元気でお会い しま しょう。 (4月 17日 記)

過分なお褒めの言葉を頂き有り難うございまする慰ヨ事業を続ける歌友会のために奉仕できる身の幸せを感銘しながら終生したいと思います。  後藤.

合同慰霊祭 祭   文 東部ニユーギニア戦友会 代表

本 日、桜花咲き匂 うここ靖国神社の社頭に、全国か ら東部ニユーギニア戦友会々員と

その遺族が相集い、第十三回1東部ニユ ーギエア陸海軍合同慰霊祭を行 うに当 り、

東部ニユーギニアの戦場で、尊い一命 を祖国に捧げられました十三万の御英霊の大前に、

戦友会 全会員を代表して、:謹んで申 し上げます。

あの当時か ら既に半世紀 を過 ぎ本年は大東亜戦争開戦六十周年に当り、いよいよ二十一

世紀を迎えま した。

今 こうして静か に御霊の前に額づ きます と、あの当時の ことが髪髯 として悩裡に浮び、

新たな感慨 と深い悲 しみが湧いて くるの を押 さえることがで きません。

思えば東部ニユ ーギニアの戦いは、満三年間の長 期に及ぶ、庫病未開の長遠二千数百粁

の地域で、圧倒的なi戦力を敵 の主攻正面での、終始食 も弾丸 も欠 く、しか も休む:間もない

連続不断の、人類がか って経験 した ことのない、凡そ人 として絶え うる1限度を遥かに超え

た壮絶無比の戦いであ りま した。

この空前絶後の戦いの中で勇戦敢斗遂に祖国 に殉 じられた戦友が、参戦 した十五万名中

実に十三万名の 多 きに及んだことを思 う時、悲痛 まことに いうべき言葉 もありませんが、

その忠烈は必ずやただにEI本人だけでな く、広 く全 L界 の人々の心の中 に永久 に留どまり

そして、その歴史の上 に輝 き続けることを信 じて疑 いません。
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それにつけて も、皆様を始め明治維新以来の全ての殉国の御英霊をお祀 りする、 国とし

て も国の慰霊の中心的施設であると言 っている、 この靖国神社が、戦後今 日まで国家護持

どころか、 こともあろうに昭和 6二 年以降は、中国の故なき干渉 に屈 し総理の公式参拝が

申断 して既 に十数年に及 び、 したが って天皇陛下 も久 しく御親拝をお差 し控え遊ばされて

いることは、誠 に恐燿の至 りであり、真に無念痛憤の極みであり、申 し訳 なさにお詫びの

言葉 もありません。

もとよりこのような状況 をその侭放置す ることは、尊い一命を祖:国に捧げられた皆様の

崇高な精神を冒涜する ものであ り、それは とりもなおさず、亡国への道を進む ことであり、

断 じて容認す ることは出来ません。

私達は、一国民特に生 き残 って今 日に至 ってい.る皆様の戦友 として、 このような政治政

府の態度に強 く抗議 し、一 日も早い匡正のために、此上 とも全力を尽 くす覚悟であ ります。

昨年は二十一世紀最後の年であり、私達幾組 もの慰霊団が東部ニユーギニアの各地に参

り、巡拝供養を行わせて頂 きました。また政府 も東部ニユーギニア地区の遺骨収集を十二

年度 は二回行 い、幸 いにも169柱 の ご遺骨を故国にお迎えす ることがで きま したが、

こ:の
遺骨収集年は、 ご遺族 と共に七名の戦友 も参加協力させて頂 きま した。    

フ

申すまで もな く私達は、 これか らも身体 と健康の許す限 り、隔年のこの合同慰霊祭 はも

とより、現地での慰霊巡拝 と政府の遺骨収集協力を続ける覚悟であり、更なる遺骨収集の

実施について も、政府に強 く要請 しているところであ ります。

在天の英霊、何卒私たちの微意をお汲み とり頂 き、安 らかに神鎮まりまして、この上 とも

祖国の平和 と繁栄 と、御遺族の上に御加護を垂れ賜ます ことを。

平成十三年四月五 日 東部ニユ ーギニア戦友会々長  堀 江 正  夫

合同順 祭 祭   文 東部ニユ ニギニア遺族代表

本 日、桜の花咲き誇 る靖国神社に、東部ニユーギニア戦友会:員及び遺族|が共に集まり、

合同慰霊祭を行 うに際しま.して、東部ニユーギニアの戦場に―散華されました御英霊の

おん前に遺族を代表 し心より哀悼の意を表します。     ‐

時の流れは早いもので戦後すでに55年 が過ぎました。

皆様方は祖国か ら南へ約 5千 キロ余 り離れたニユーギニア戦の1過酷な状況下でも、故郷に

残 した妻や子 兄弟 家族のことなど、連日の ように夢見たことでありましょう。

その間、私達残されたものも日々の暮らしの中におきましても、皆様方のことを一日と

て忘れたことはありませんでした。

私事ではあ りますが、私 と父が別れたのは4歳 9か 月、妹が生後 9か 月、昭和 18年 2

月真冬の寒い日で私は厚地のオーバーを着ていました。二重県 津の聯隊で、大勢の人の

中に歩いて行 く父の姿を見送 ったのが最後で した。
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赤紙詔集によ1り戦地へ赴いた父の便 りには 『自分は元気で軍務に励んでいるので安心す

る様に、子供達|には充分注意 し元気 な子 に育ててほしい」 また 『子供達の写真|は人事1に肌

身離さず持 っている、日本へ帰る時は御生産を1沢山持って帰るので、楽:しみに待っていて

欲しいJと '綴
|ら:れており、最後|に母の許へ届tYたの|は昭和 19年 4月 .で

した、戦地か ら・0

便りは現在、私が'お守 りと:して常1に持ち歩いております。

昭和20年 8月 ■5日 終戦:となつ ました、そ して 日本 l■皆様の尊Lユ:命の犠牲により混乱

と廃壇の中か:ら立派に立ち上がり、国際社会の申で大いに活羅 tて おります。

,終 戦後暫くの:間遺族に とりましては、辛く悲:しい現実に直1面tま したが母親達:は運 しく

立直り、家庭をしもかりと守 り子供達を立派に育て上げました、子供達は父のい:な■)疲 し

:.さ貧iしさに耐え、く:じけず頑張りまtた 。1しか:し就帥 :際:『醜 健在』:とい う条件付きの

会社にはどれほ:ど日:惜tい 思いと社会の矛盾に愕然とした事で―しょう、でもご安心`下さ‐い

■達遺族:は幾多の荒波を乗り越え現在平和 と繁栄の社会の,中で平穏に生活tて :おります。

そして、:平和を守 り戦争の悲傑 、1戦争の最かさを子々孫々にまで語り継ぎ議 続ける
み たま

事こそ、皆様方:の御霊にお応 えすlる義務と考えてお ります。           |

本 日こ:こに東部ニユーギエア1戦友会の慰霊祭が厳がに行われ、南浜の地に果 られた■3万

御英霊が安らかにお眠|り下:さいます事を、:多くの道族 を代表 して心か ら願うと共:に皆様方
=り御霊がE本 の将来と残 された私達遺族の上に、よリ

ー
層の平和 と御加護をお授 け下:さえヽ

ます よう:に一。  平成 ■=i3年4月 5日   :東 部ニユニギ ニiア遺族代表  巽 i恵子

平成十二年1度 東「部ニユ=ギ ニア1地区で遺骨収集事業 (第15た第1鉱 )が 実施されま した。

コーギゴより戦友の英霊帰る  千鳥ガ淵戦没者墓苑でお迎えんた。

東 部 ニ ユ ーギ ニア戦 友 会の 遺 骨収 集 につ ヽヽて

厚生省社会援護局より1の歌頼により、東部二「糧ア戦友会では、平成12年度に行われた

コーれア地域の遺骨収集事業 て第 1次 一平成1舞1.0月311‐11月17日OH 5名 )(第 2次 ―平成1鉾期

21卜215日01 2名 )1の収集協力団員を派遣致しましたが、その後の行動概要と成果,は次の

通 りであります。
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1班 ―今西 1貞茂  山崎 :幸温  プナー亀 .サナナン/-41.

第 1次 収骨派遣団。 厚生省職員

ニユニギニア戦友会

日本導族会
学生収骨協

戦友派遣団員αTIl稲)

神山正団長 外 3名

5名

4名
‐

3名

収骨地1区と収集遺骨数

ウエワク.プツプLテク九オクナール。ポイキン.ムンパ.

やヽ ウリンガン.鶏llLマルカ九ウオムサタ。そのL

計 16名

47柱

25柱

17柱

計 89柱

2班 一岩谷 寿春

3.班一棚橋 幸二  宇佐美 晃

ヒ

各班の行動 日誌から抜粋 第 1次 1班  戦友団員 今西貞茂。 山崎幸温 。

行動 概況  (二部省略 獄講  )

★ 1111日-14時 30分、コーギエア大使館に1全員表敬訪間 と打合せに行 く。日中大使より労いの

言葉を頂 く。 なお治1安は良好:であるが二人歩 きは しないよ うに、との注意を頂 く。

★llJ21-国 立博物館へ表敬訪問 し、行動 する収登毬 の警護、通訳 などの依頼打合せす。

但 し、事務所が狭t の`で厚生省職員だけで、我 々は博物館内の見学であ った。

館'外
に出て、ウエリク地区 タノ`リア より遺骨 1体 が持参 され、 2班 がこれを受領 した

★11月8日 =班 の'全員元気で モンス==出発、スタン_レー方面は雲、機 は高度を上げて雲上に出 る、

前回のように ヘリコプターではないので目指す カギ。エホギ。な:どの飛行場は見:当たらず、ポボンデ

デタ飛行場に無事到着、アイランド、キラ嘲、ロリに旅装を解 く。泥懇の アンポ 夫妻の訪間 を受け

て感激一人な らず土産物を渡す、長い航空機の疲れが三気に出る。

★11月4E一 Jラ1地区 t′当時 の戦斗経過を思い起 して:感無量 ―。現:知人 は、遺骨の埋葬地 は

此処だ、 と言 うが同行の安原 と言 う人物が以前単独で来た:とき、部落に対 して学校 と

教会の建設 を約束 した、それが出来なけれ1ぎ発掘 させない。 と言 うことになって発掘

不能にな って しまった。

(安原宏和 とは戦友で もな く遺族で もない。平成 9年 に日本遺骨収集団:代表 と自称

して募金強要 した人物。 どうして収集団員 として同行.しているのか判 らな い)

私は安原に対 して 「そ:んな約束を何故 したのか、 そんは事―を一個人が勝手に約束するか

ら収骨事業が困難 になるんだ」と。 またコブジに帰り着い時、残置.してあ る自分の車の

所に行 きたい と言 うので 「公的な―収骨派遣団員であ るか ら:には、そん な個人的行動は許

されないことであ る」 と:注意すると、1俺は団体行動か ら脱退するなどと、捨台詞をいう

我 々戦友の遺骨 に対 し、不都合なことがあったら吾々戦友が許さん、 と́云っておいた。

◎ ―東部 ニユす在アでは近年遺骨収集が ゼジネス として成立tて しまってい るように自分 には

受け取れた。庭 先か ら遺骨が出れば、住民 は宝物の ように部屋の隅にしまっておき、

日本人が来たら高額な金で売 り付ける、そ して、その遺骨を買 ってしまう一部の日本人

のバカな行為。 そ:のような:行動 をとる人がいる為 に、年々遺骨収集が難 しくなっている
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と断言できよう。 F収 集作業場が人骨市場になって しまちた、「戦友に申 し訳ないJと

:嘆息 していた か っての戦友 の方の悔 し涙が自分た ち青年にも伝播 した。

一青年収骨協力団発行 【遺烈】含EI雄二郎G畑 年)。

★11151-プ ナに向か っ:た。飛行場跡を通 った時 には当時の戦場を想起 して感無量であった、
1部

落の有志逹が集まる、遺骨はないが遺品は ある、 しか し既に個人の所有物になって

いて金を払わなけれ ば写真さえ撮 れない状態であ る。

★11月6E l―車で ガナンダに向か う、 1時 潤 ほどで到着、此処で も遺骨は個人で持ってい る、

話 し合いの うえ返事するとのことであった。住民か ら無償提供 させるのは困難である。

また、その様にさせ た心なit人ヽ達のG印 ようt)行為は全 く情けない。

★1118日 一けナン先ブナ。ゴナ.方面の1情報 待ち。午後 11時頃、 ゴラリ方面に行 く案
:内

人は チャリ氏。

ルギ橋左岸地区 に遺骨 らしいものがあ る、との情報で カングルに入ること
'約

30分、雨が

わボツ降る中
「:こ馬の骨 らしい物、鉄蹄 らしい物 213鋼 発見 したが遺骨は見当たらず。

パパギ橋、当時は鞍鉄索を張 り舟艇で渡 った らしいが私達 先遺隊 (144聯 隊 1'大隊、

横山工兵聯隊の 1部 )は 現、橋梁の 100H:程の下流を渡渉していたが、撤退に際 し敵
｀
; め及追が激 しく、友軍が未だ敵中にあ る(のに鉄索を切断 したとの こと。1徹の追撃 を受

けなが ら、雨季で増水 していた クムシ河の渡河1ま不可能で、部隊が馬を引き左岸の渡

河点を探 しなが ら、 ジャングル で最期を遂げた地点であろ うと思われ、無量1の感一入で

あ り心か ら冥福を祈 るばか りであった。

★1119]丁 ブナ地区で 5柱 。サザ
"ダ

地:区で個人所有の ■柱 を引取 り雨の中 を軒ンデノに帰ぅ。

★111101-ササナンタの住民1415名が遺骨を持参す、中庭に拡げた遺骨 を前にして、神山団長、

倉田通訳、ニァク氏、国立博物館の職員、住民代表達で、遺骨引取 りのことで長時1間の

交渉になる。

話 し合いの内容は不明であったが、交渉の結果 2回 に分けて 47柱 の遺骨が号|き渡

された。 歯の形の整 っているもの、頭骸骨に貫通痕のあ るもの等あって、ギ加 激戦

の生々 じさを思 い起 こし、 これが、か って共に戦 った戦友の変わり果てた姿か、と、

思 うと泣 けて泣けて仕方がなか った。

◎一一庭先いっぱいに広げられた遺骨を彼等は買い取れ とt うヽ。 「まるで人骨市場や」、

「わしはもう対面できただけでええ」と老兵達iは涙を流lしながら云われ、金を出し

買い取 ることを拒否し、戦死された方々への敬意を示していた。自分はそのよ うな

姿を見て、もし叶うならこの様な誇り高い方々の為に、今後もお役に立ちたいと

心底思い、涙が止まらなか った。

青年収骨協力団発行 【遺烈】 西山和彦佃霧大群)
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第 ■炊  2班  戦友団員 : 岩谷寿春

★11月48-力 嵐ン地区に到着、 プツプツ集落 の庭 に 7柱 の遺骨が並べられて埋葬 されてヽヽ た

砂地の|ため割合掘 りやすい 、雇用 した部落民達に 「掘 うて遺骨を発見 した らその まま

に」tて 置 くように指示:して、更に16キゴほど先の ■瘤:まで情報収集
‐
にい ったが、

確か―な情報が得 られず プサブツ:に戻 る。 ブツプリ部落 では遺骨 を発33・さ
.れ

て あったので、

同 行の博物館員(コー仁鶴鵬動が確認 し収容 した。

★1115』-6日、再 々度 コスタ部:落を調:査訪問 し:たが 、情報が乱れて遺骨の所在が確認で きず

帰路、プツカ部落に立ち寄 り収骨後に埋 め戻 した跡 に、
「
現地の苗木を植え香を焚き黙祷

捧げ住民たちに深謝 して帰 った。

★11月9』一つrヮクょリテレブ岬へ、海岸に打ち寄せられていたという1遺骨I柱6現地人よつ受

領tて ポイキンヘ急行す る。

通称 タマさんtの案内で兵靖病1院跡地に向 う《和

"輔

半鋤鋲協 1技報112兵糠踊札i3800臨

犠 480収骨捻000知記録あり)oポイキン部落の ビーター氏が多 くの住 民 ど駆付けて案内して くれる。

川をさか
ρ

ば リ ジャングルの入 り日付近で、:流れ寄 リー塊に なづて,I たヽ 8体 の遺骨を収集

明 日の収集に期待 して帰 る。

★■月10日一雇用 した現地人に本 日の作業手順を,説明:し発掘を始める。三年前に来 た時より

水流に より地形が変化して いる少 t流 されていた.処を試掘 した と:ころ:遺骨が出てきた。

この遺骨は日本に持ち帰 るべ き、と:私が主張 したが厚生省の指示である・と通訳 と口論

になったが、 ここは特定地 区 として早い後日に再収集す るとの ことである。 戦友 よ、

それまで待 って くれ、 と涙 を流して
―
祈:るのみであった。遺骨を埋

‐め戻 し赤布を旧印に

表示 し一日‐も早い収骨願 いながら1溝に留 まっていた 4柱 の遺骨のみ収容 じ持 ち帰 った。

★11月12日一 ポイキン

'11西
方 1.00H44年48年時の、戦友収骨団員と37PS岡:谷治:遺族 が1慰霊塔を

建立 してあ り、その墓守 している クホイー族 より遺骨 1体 を受領 し十
'国

峠に向かう。

オクサール集落 を過 ぎ タプシン部落で 1体 を受取 る。 この遺骨 は12度 ■17ク、:村ルに:持参 :し、

1000キナを要求 したので州端氏が拒否tて いた も`のという。今回は博物1館員や警官も詞

行tた の で、 50キナで話ぶ亀 まり弓1取ることができた。帰 路 カラワガ部落で (,故三橋遺

骨の件)を 精査 したが不明であった。

◆◆◆近時、遺骨収集を逸 る余|り「日本 兵の:遺骨を持参tた 者には、 日:本政府よ り相応の

金を支払うで|あろう」 というパ ンフ「レッ:卜を配布 したり、lEI軍の犯した悪行 ?謝 罪の

1た:め:と称 して金品を、バラまいている心な■ヽ El本人がい る。

原始生活 力ヽ ら貨幣経済社会へ、と、急速 に転移tた コ響ニアの現在社会に は、あの素朴で

純正 な心意気で:日本軍の窮状を感 じとり、1援助協力して くれた昔の人は亡 くな った し、

|あの思想 も伝承 され ている所が少な いよ うである」。

- 7 -



現地人、1特に若者の多くが仕事 も定収 もないために、金儲のためには手段を選ばずで、

(日本も鋼の事と転えいが)。また情報量が少ない土地柄のため 「2■ の近隣社会主義国がや ってい

るように、金持ち日本に難癖をつけて強要すれば金とれる」と、云うことが広範囲に喧伝

されており、現地人 自身が先祖の骨、動物の骨などまで金に換えようとして持込む者 もい
ご とうりうさく

るという。 正規の遺骨収集を阻害していること甚だしい。  18-■  後藤友作

第 1次  3班   租 橋 幸二。 宇佐美 晃。

★ llE4E一収骨団員 5名 、博物館員 1名 、通訳 ■名、警官 2名 、途申よリ ワント1部落を知

る青年 ■名が加わリ マJム ′:1沿いの ハイウエイを行 く、 Y路 か ら右へ支流 ネウ川底道を行

くこと30分、川底 を離れて急坂にな る。悪路のため スリフプ後押しの繰 り返 しで走行中

止にな る。 道案内の青年の言によれば、部落まで山道 を徒歩で 2時 間、遺骨を保管

してあるレス'トハウスまで 2時 間、更に飛行機の残骸のある所 まで 2時 間かかると言 う事な

ので引返す事にする。博物館員よリ ワント1村長宛に、明後 日 6日 9時 にY路 の小学校

まで、遺骨を持参するよ う依頼の書状を案内の青年に託 して帰宿す。

★1115日 ―ラエ高校留学生の情報でサラフケフト中腹 サマンテイキヘ、墜落 日本機の遺骨収集 に行 く。

フライトの関係で 1131時20分 ヘリ、フライト.目 的地 指斤イキ到着。部落長夫人 (跡説Dの i言、

:′ F飛行士の遺骨は キリスキの神 と日本の神:の合同で お祈りして埋葬 してあ る、神父さんの

許可がないと渡せない」との ことで引取 りできず。

村人 カラガが飛行機の尾翼下の部品、機体番号 461を持参 した彼の話 に依れば此の南

方二つ日の尾根付近に日本機が墜落、本体は バラバラになり斜面に四散 した由。部落民

がバラバラの機体を集め、その付近に ヘリの着陸場所を伐開 してあるという、遺骨の引取

り不可能な ため墜落機確認 と慰霊のため ヘリで伐開場所に行 く。機の残骸は南斜面 8

0H位下 った処 に積み重ねてあった部品を調べ た
:が

陸海軍機、機種などは不 明であ った。

今 日も空振 り。

★11月6ヨ ー墜落 日本機 バイロフトの遺骨引取 りに、 レロン川下流 マークハム小学校までゆ く、約束の

時 間を大幅に遅れて青年来たるも遺骨は持参せず空振 りに終わる。

同行の博物館員 マニタ氏、強硬な手紙を持たせて帰す (青年の名 スタル村 カヤス)。

★11月8E一 マダン 最近の情報として、 PNG人 で政府または博物館員の偽せ肩蓋 きを使い、

日本兵の道 骨を集めている者在 り、要注意 との こと。

だア方面に向か う。 セバ部落の住民が保管 していた遺骨 1体 を受領。ウリガン部落の

埋葬地 とい う処を多人数で発掘作業 したが、左腕骨のみの 1体 を収容 したに過 ぎなか

っ た 。

★11月10日― ボイキンは2班 のテリ}[,一であるということで我々3班 は ポイキン以西 マガフプ方面の
ぬかるみ

収骨作業を行 うことになった。他方面は連日の雨で泥淳であったが、この地i区は雨量

が少なかったのか リニホク、ソナム河共に水量が少なく渡河できた。

今日の収骨は、カアルラク 1。 ソンギイ2。 アクプ 1.ギナ
'1:。

計 5柱 の遺骨を収容す。

― 移 一



★11月11日― タパリア、で出土 したという1遺 骨を受取 り、降雨を警戒 して焼骨作業する。

★11月12日―鶏川 6。 ウオムサタ 2. マルジップ 1。 計 9柱 の遺骨を収容 し焼骨を終了 した。

★11月131-改 装なった ウ瑚ク慰霊墓苑に収集団全員集合、来賓 として セビック州知事、ほか

ニユーギニ7政府職員 10名 、 ウエリク警察署:長たちの参列を得て、追悼式を行ない

今回収集 した89柱 の英霊 を奉持 して、全員無事に帰国 しました。

◎ 一一英霊 戦友会 遺族の方々、そして私の祖父の体験、苦 しみや哀しみなど様々な想

いの全てを、私達は共有することはできない。 しか し、英霊の尊い命の犠牲を礎に終

戦時の ゼロという状況か ら、復員 してきた方々の努力と遺族の哀 しみや苦労によ って、

今日が作 られたという事実を私達は珠 して忘れてはならない。 この事がすなわち英霊

や先人に感謝 し、大切に思 うことが現在を生 きる私達の努めである。

.       青年収骨協力団発行 【遺烈】 池田祥子0大四年)

東部ニユーギエア
ヽ

厚生省社会

日本遺族会

東部ニユーギニア戦友会

現地通訳

(ポィキン地区)平 成12年度第 2次遺骨収集事業報告 (抜粋)

援護局 神山団長以下 3名

4名

2名

1名

ン地区 )収 骨数

計  10名

80柱第 21次収骨事業 (ボイキ

戦友派遣団員 園田 定(7瞬稼) 梅 忠重0軍)

★1月24日―神1山団長ほか 4名 ポイキン、交渉に行 く。午後より全員で仮発掘に行き、前回の

赤 テ‐プロ当:に徒歩 45分 到着。発掘 し始めたところ地主が現れて 「発掘は明日からの

約束だから今日は掘るな」と言 うので中止 して帰ることにする。

☆1月25日一 ボイキン、インゴ村。全員整列 して園田氏 の1音頭で 『戦友の皆さんお迎えに来ました

靖国神社にお供 します出てきて下さ―い」 と大声で迎えにきたことを告げる。
さかのぼ

現場は ポイキン川を逆上 った処が 目的地 、緩やかな凹凸のあり山裾の平坦地で ビンロー樹

や椰子の木が植林 してある。 遺骨を発掘 した所 は腰位の深 さや、170 CI以上掘下た

処で、浅 く掘 った所での遺骨:発見は無かった。今‐日の遺骨収容は 17柱 。

★胡268-収 骨現場の イガ村|は天気良好.。万年筆、水筒、飯:食の蓋、貨幣などが多数出土

したが氏名:の手掛か りあるもの無 し。本■の収骨数 20柱 。

★1127日―前日に引続いて多数の雇用村人 と共に今日も発掘に励む。収骨数 16柱

★1128月一本 日は焼骨班 (千キ馴、楓3■)と 収骨班に別れての作業になる。

焼骨班は スコールを危惧 して収容済の 53遺 骨の焼骨。インゴ収骨班は前日 ウエリク刑務所
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よ り 4名の脱走犯あり、とのことで警官 6名の警護附で あったも 収骨数 7柱

★1月‐291-ウ ルプ方面 よりの情報があって収集員 3名を派遣す るも成果なし。

ポイキン、インゴ 村での収骨数 12柱 であった。

★1月801-午 前申は収集作業で、収集遺骨数 4柱

午 後よ り発掘現場を埋め戻す復元作業、と言 う事にな り総員懸命の作業であ ったが、

日に復す る筈 もな く概略でOKで あった。

★期31日 ― ポイキン地区より4柱 。遺骨の持参あ って引取る。 第 二次収骨総計 80柱 。

現地官民の絶大な協力を得て収骨事業は、計画どうり作業日程を無事終 了したことを

_ 喜ぶものでありますが、 ポイキンの現地には未発見の遺骨が相当多 く残置されあるもの

と推測されますので、再々の収集事業実施をお願 い申し上げる次第であります。

★朗1日一ウエワク慰霊墓苑において、神山収骨団長以下団員全員、田申大使、樅山書記官、

PNG国 会議長、ウエ ワク州知事、臨席 され現地住民 も多数参列されて追悼式を

行い、収集 80柱 の英霊を奉持 して帰
‐
国の途についたのであ ります。

(紙数の関係上要点のみ抜粋 して記載 した)

◆◆◆ ご高齢に も拘 らず波頭万里、戦友が眠る現地に赴 き大変なご苦労をされてお帰 りに

なりま した ことは、誠にご苦労様で したと、衷心 よ「り厚 くおネL申 し上げる次第であります。

私は、お帰 りにな られた時のお迎 え も、九段会館で の慰労会にも出席 しましたが昨年 も、

そ して今年 もご報告下さった団員の方が涙に濡れて何度か絶句なさいました。

その時、私の涙線 も緩み熱い涙が浮んでいま した。そして千鳥ガ潤墓苑でご遺骨をお迎

えした時も同様であ りま した。

団員の皆様にはお疲れのと.ころ、作業内容を切々と報告されながらの絶句、それは共に

戦った戦友は既に亡 く、出冥を異に して語 りかけて もその声:は大空の彼方に消て届かす、

作業の事などが走馬灯の様に悩裡 に浮かんで、万感胸に迫 ったことと推察致 しました。

私の悩裡では、 ご苦労様で したの声が早鐘のように高鳴っていました。 そこで私は、

この ご苦労をもっと詳 しく知 りたい と思い、事務局か ら皆 さんの行動記録を借 りて拝読 し

想像以上の ご苦労であったことが判 り、政 めて団員の皆様に感謝 しました。

22飛大 諸田照吉

◆◆後記―祖1国に殉 じて戦い散 り英霊 になって鎮まる靖国神社。偏向思向者や一部の宗教

団体、外国の思惑を気 にす る政治:家達は靖国神社を避けている、首相が参拝すると何故

軍国主義が復活す るのか ?。 今年 の慰霊祭には介護付添で車椅子の超高齢者 も参列 した。

万柴の桜が散 り始めていた。山明を異にしている戦友達に会に行 きつづけるであろ う。

12年度の遺骨収集事業報告と合同慰霊祭報告の記載を前後 して仕舞いました。後蔦

★推薦図書 一ニユイエア0暉 疇麟適だった

"?『

戦争、虚構と真実J第1駄額槃隊  馴E(20駆 )著

一鵬織畑

"若

き覇01い 『ニユーギニア軍医戦記』 鈴柾己C論 騨D乱  光人社1鋼 講 職
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下
荀
に
フ
イ
ン

タ
ン
レ
ー
山
系
頂
上
付
近
ま
で
進
出
し
て
い
一
シ
，
ハ
ー
フ
‘
ン
地
区
ｔ
土
睦
ｔ
攻
撃
を
開

た
が
、
ガ
ダ

ル
カ
オ
ル
島

の
戦
局
急
を
告
げ
、
¨
始
し
た
．
第
１８
軍
は
こ
の
こ
と
あ
る
を
予
期

将
兵
は
健
闘
し
、　
こ
軍

懺
果
拡
張
の
期
待

さ
れ
る
局
面
も
あ
っ
た
が
、
需
局
、
優
日
砥

敵
入
力
の
た
め
我
が
方
の
損
害
大
き
く
我
が

糧
食
も
尽
き
て
攻
撃
を
打
ち
切
る
こ
と
と
な

り
、
事
後
第
１８
軍
雛
ゥ
エ
ワ
ク
地
区
題
部
の

機
郭
陣
地
で
持
久
作
戦
に
入
り
終
戦
を
迎
え

た
。
（注
、
戦
闘
経
過
は

「
大
東
亜
戦
争
全

史
」
を
参
考
と
し
た
）

こ
の
よ
う
な
悲
惨
な
職
い
を
続
け
た
東
部

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
７
０
作
戦
を
担
当
し
た
安
■
，

・８
軍
司
令
官
は
、
終
戦
後
ラ
バ
ウ
ル
で
残
務

整
理
を
終
え
た
後
、　
，
昭
和
″
年
９
月
ヽ
泊
決

さ
れ
た
．
自
決
に
際
し
安
達
司
令
官
は
部
下

へ
の
思
い
を
込
め
た
切
々
ｔ
ｔ
た
遺
書
を
残

さ
れ
た
。
安
違
司
令
官
の
書
衷
に
満
ち
た
遭

書
の

一
部
を
２
卜
に
紹
介
し
た
い
。

０

　

　

０
　
　
　
◇

在
コ
ン
パ
ウ
ン
下

元
第
十
八
■
将
兵
諸
君
御
中

ユ
は
今
日
を
以
て
最
愛
の
言
君
と
も
「
政

れ^
す
る
こ
と
に
し
た

三
二
観
和
十
七
年
卜

．
”
夜
載
■
■
０
澤

菫
将
に
定
ら
む
と
す
る
〓
大
な
る
崎
ｔ
ｉ
姜

‥ｔ、
て
軍
司
冷
■
０
型
■
を

，拝
ｔ
、
皇
尋
戦
，

の
磁
保
撻
ｍ
の
■
■
一
当
ら
し
め
ら
れ
ｔ
こ

と
を
ヽ
詢
に
”
児

．
湖
の
面
ヨ
に
し
て
有
難

く
存
じ
奉
０
し
次
第
で
も
ら
。
然
る
に
部
下

将
兵
が
万
蔵
に
見
ち
て
異
常
な
る
奮
間
に
薇

支

上
司
亦
力
を
極
め
て
支
援
を
与
え
ら
れ

た
る
に
拘
わ
ら
ず
（
私
の
不
敏
の
故
を
以
て

能
ぐ
其
■
師
モ
撻
す
う
に
現
ら
ず
い
皇
口

‐・
今

日
の
境
■
に
到
る
咄
構
を
作
り
し
こ
と
罪
万

死
ヽ
情
促
ら
ず
と
存
ず

ヌ
批
二
年
の
作
戦
潤
十
万
豫
つ
青
春
青
為

の
将
兵
を
表
ひ
、
輛
も
其
大
部
が
栄
姜
失
綱

に
基
●
す
る
も
の
な
る
を
思
う

・
時
い
■
■
に

対
ｔ
奉
り
何
と
御
詫
び
の
言
葉
も
な
く
只
々

曇
れ
入
る
許
り
な
つ
一
■
■
は
皇
口
興
廃
の

関
預
に
立
ち
て
は
増
後
の
血
の

一
滴
迄
棒
げ

一尽
し
て
奮
側
に
徹
す
る
を
我
等
国
民
の

―我
等

軍
人
の
常
０
道
な
り
と
信

・
じ
、
打
ち
続
く
戦

田
と
補
綸
彙
に
極
魔
に
硬
れ
飢
え
且
衰

へ
た

る
将
兵
に
、
翼
ｔ
要
求
す
る
に
凡
そ
人
と
し

て
増
え
得
る
限
度
を
通
か
に
超
越
せ
る
颯
難

を
以
て
せ
り
「
而
し
て
全
将
兵
が
之
に
対
ｔ

黙
々
と
し
て
此
命
令
を
実
行
し

つ
っ
、
力
尽

響
確

発
鮮

鷲

し
た
”
プ
ナ
西
方
の
パ
ザ
プ
ア
地
区
、
ギ
ル

ワ
地
区
も
同
様
の
苦
戦
が
続
き
、
第

令
官
は
１
月
ハ
日
ヽ
こ
の
地
区
の
部
稼

‐に後

退
を
命
し
た
。
こ
の
撤
退
に
あ
た
り
、

支
隊
長
小
口
少
将
●
ギ
ル
，
ｔ
お
い
て
自
決

し
、
部
Ｔ
英
霊
と
共
に
同
地
に
止
ま
っ
た
。

ブ
ナ
地
区
０
攻
”
が
着
し
↑
お
い
て
」
た

頃
ヽ
南
東
大
平
洋
方
面
の
職
局
全
般
に

す
る
た
め
第
３
方
面
軍
ｔ
第

１８
軍
が
新
霜
き‥

れ

た
。
東

部

ニ

ュ
■
ギ

ニ

が
担
当
す
る
こ
と
と
な
り
（
第
１８
軍
ま

ニュ…ギニア方面全嬌固

′♪ ヽ
~｀ T・・1類翼7ζ

7,フ ラ魯          ^   
″~`~｀

き
て
花
吹
雪
の
如
く
散
つ
行
く
姿
を
眼
前
ｔ

眺
め
し
時
一
君
国
の
為
と
総
申
し
な
が
ら
我

胸
中
に
湧
き
返
へ
る
切
々
の
思
い
は
唯
榊
の

み
ぞ
知
る
べ
ｔ
、
当
時
私
は
縦
令
凱
義
Ｉ
直

面
す
る
も
必
ず
十
万
の
将
兵
と
共
に
南
海
の

土
と
な
り
、
再
び
祖
国
の
上
を
踏
ま
ざ
る
こ

と
に
心
を
決
し
た
り

（中
略
）

さ
て
諸
君
に
は
作
敏
ニ
カ
年
の
潤
一
実
上

非
常
な
御
苦
労
を
か
け
大
輌
ｔ
て
皆
立
派
に

や
っ
て
下
さ
れ
た
　
之
に
対
す
る
衷
心
感
謝

の
思
い
は
今
以
て
胸
に
燃
え
て
居
る
　
然
る

に
共
諸
君
を
今
■
の
現
地
に
立
到
ら
し

，め
た

こ
と
は
何
時
も
申
す
こ
と
な
が
ち
何
‥と
も
申

訳
け
な
い
こ
と
で
蓬
に
「
訣
れ
す
る
に
際
し

更
に
衷
心
よ
り
謝
す
る
次
悌
で
あ
る

（後
略
）

◇

　

０
　
　
◇

安
違
司
令
官
の
続
帥
の
も
と
、
奉
に
尽
く

し
難
ぃ
遍
饉
な
条
件
下
の
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
で
職
，
生
お
兵
の
書
鞍
健
腱
に
感
謝
し
（

月
書
事
で
■
衰
さ
れ
た
方
々
０
ご
冥
僣
を
菫

ん
で
お
奮
つ
申
し
上
げ

，る。

市
遣
族
会
で
は
、
毎
年
こ
の
時
期
に
、
戦
没

者
纂
苑
参
拝
を
続
け
て
お
ら
れ
る

ま
た
１
月
Ｚ
日

〈水
）
に
は
、
部
内
大
ｎ

区
遺
族
会
の
３０
名
の
方
々
が
、
冷
た
い
風
の

吹
ぐ
中
、
墓
苑
参
拝
に
訪
れ
た
。
　
行
は
墓

前
に
お
花
を
お
供
え
し
静
か
に
肉
親
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
し
て
い
た
。

こ
の
ょ
・っ
に
、
各
地
の
遺
族
会
の
皆
さ
ん

が
、漱
寒
の
中
を
厭
わ
ず
、事
苑
参
拝
に
訪
れ

て
お
ら
れ
る
が
、
肉
親
の
ご
冥
福
を
お
祈
，

さ
れ
る
各
地
遺
族
会
の
方
々
の
篤
い
お
気
持

ち
に
、謹
ん
で
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

か
む
な
が
ら
の
み
ち

一
行

戦
没
者
暮
苑
に
参
拝

立
春
の
日
に
あ
た
る
２
月
４
日
午
後
、
神

奈
川
県
の
「か
む
な
が
ら
の
み
ち
ｔ
一
術
約

百
名
が
載
没
者
墓
苑
参
棒
に
訪
れ
た
「

厳
寒
の
申

各
地
の
遺
族
会
が
正
月
参
拝

比
較
付
〓
や
か
な
日
０
税
い
た
今
年
の
１

月
ヽ
（
小
薫
を
ね
き
る
■
ま
に
寒
ス
一
つ
た

が
、
こ
つ
厳
■

‐の続
く
■
一
各
地
の
ｔ
族
会

の
戦
投
者
基
苑
お
澤
が
行
わ
れ
た
¨

■
■
一

‥日

（
口
）
一
■
‐、
伊
勢
費
鷲
ャ遭
族

会
の
約
躙
名
の
方

‘々
が
檄

っ
て
参
拝
さ
れ
た
。

立
春
を
迎
え
た
と
は
言
え
一
当
■
は
風
の

冷
た
い
日
で
あ
っ
た
。
」
行
は
、
静
参
の
供

物
を
墓
前
に
お
供
え
し
、
花
を
献
し
て
、　
」ＩＪ

本
本
部
長
を
先
頭
に
、
冷
た
い
風
の
中
で
、

綺
っ
て
お
折
り
の
祝
詞
を
捧
げ
↓
心
か
ら
戦

渋
者
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
て
い
た
。
中
に

は
父
親
、
母
親
に
連
れ
ら
れ
た
幼
い
子
供
さ

ん
も
見
受
け
ら
れ

、
こ
の
子
供
さ
ん
も
一
緒

に
真
剣
に
お
祈
り
す
る
換
に
は
心
打
た
れ
る

も
の
を
覚
え
た
。

同
教
団
で
●
い
毎
年
こ
の
よ
う
な
参
拝
を

続
け
て
お
ら
れ
る
が
、
特
に
同
教
団
が
千

鳥
サ
淵
戦
骰
者
墓
苑
奉
賛
会
と
し
て
、
戦
没

者
の
磁
霊
奉
螢
玉
心
を
傾
け
て
下
さ
る
こ
と

は
誠
に
感
謝
に
堪
な
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

伊勢軍市曝 の参拝

かむながらのみち―行



昭
和
天
皇
御
製

Ｉ
局
ケ
測戦

潰
者
墓
売

〕
た
め

い
の
ち

　

　

一

ｏ
さ
げ

し

　

　

¨

ひ
と
び
と
の

ｃ
を
お
も

へ
ば

む
ね
せ
ま
つ
く
る

覇

羹

難

界
京
行
進
参
加
者

一
同
は
、千
島
ヶ
淵
戦

■
墓
苑
に
参
拝
い
た
ｔ
ｔ
ｔ
た
ｐ
今
回
で

Ｔ
一回
日
と
ｔ
ｉ
巌
し
た
東
京
桁
蓮
も
、

ツ
な
く
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
菫
ｔ

こ
の
度
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係

ｕ
の
方
々
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
深

く
詢
軋
坤
ｔ

上
げ
た
く
思

い
ま
す
。

「東

京
行

進
」
と
尊
、

毎
年
十
二
月

横
須
質
市
走
水
に
あ
り
ま
す
防
衛
大
学

″
ら
千
島
サ
淵
戦
段

，者墓
苑
ま
で
を

一
昼

一
け
て
歩
く
ｔ
い
う
も
の
で
、
昭
和
三
十

十
に
始
ま
る
防
衛
大
学
校
の
伝
統
行
事
で

ワ
ま
す
。
本
校
で
は
、
現
在
に
至
る
ま
で

４
糧
鐸
誕
電
一

′
―
ト
ル
に
及
び
、
到
着
ま
で
は
休
憩
を

ツ
つ
つ
約
ニ
ー
時
間
を
要
す
る
ほ
ど
で
い

つ
■
理
居

，の
市
薇
つ
凋
つ
を
渉
ス
噸
に
一
、

」
の
学
生
が
夜
通
し
歩
い
た
疲
労
の
色
を

」な
い
様
子
で
ｔ
た
「

千
■
夕
淵
載
没
嗜
基
発
と
＝
？

こ
の
轟
苑
に
は
太
平
洋
戦
争
中
、
海
外

な
く
な
ら
れ
た
軍
人
、
軍
属
、
準
軍
属

塩用
覇

”

）
の
ご
遺
骨
を
お
納
め
し
て
あ
つ
、
国

建
て
た
お
墓
で
あ
り
ま
す
一

ユ
ち
わ
が
日
‐の
″無
名
戦
没
者
の
基
“せ
い

離́
い
つ
にあ
詢
離
け
，̈，ｔ，，・・・」」‐―
卜
」

し
か
し
、
術
進
を
終
え
、
千
鳥
ヶ
淵
の
墓

苑
に
足
を
踏
み
入
れ
ま
す
と
ヽ
墓
苑
の
厳
か

な
雰
欄
気
一
砲
ま
れ
て
皆
の
俵
市
い
う
疲
労

感
が
消
え
て
い
き
ま
ｔ
た
「制
報
に
嗜
を
え
（

服
ま
を
■
た
て
整
列
ｔ
ｔ
‐の
ち
墓
苑
奉
仕

ｉ
会

担
当

・者
り
す
か
ら
墓
苑
の
歴
史
書
の
税
明
を

れ郡
経
ド
電
馬
解
認
理

の
ご
冥
福
を
祈
る
と
共
に
力、
っ
て
行
わ
れ
た

戦
争
に
思
い
を
馳
せ
ま
ｔ
た
。
今
回
の
行
進

浸轟
一鐵
鱗
鶴
舞
群
舘
暮

え
認

鶴

灘

輔

‐ｔヽ ，‐
、

訴

一
賊

巽

う
場
る
べ
き
か
そ
■
■
考
え
ら
に
電
、
１
一

世
紀
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
我
が
□
（峯
一́三

を
知
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
前
世
紀
、

世
界
は
二
つ
の
世
界
大
戦
と
い
う
大
き
な
人

類
史
上
の
悲
劇
を
経
験
ｔ
ま
し
た
一
そ
の
後

も
米
ツ
冷
載
や
、
ソ
連
瑯
協
雌
上
ま
る
冷
戦

構
造
自
体
の
消
滅
な
ど
、
予
譴
の
つ
か
な
い

ま

‥
さ
に
「激
動
の
時
代
」
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
ま
た
（
前
世
紀
＝
Ｆ
体
に
と
つ
て
も

「激
動
の
時
代
」
で
も
り
ま
ｔ
た
。
■
本
●
一

開
国
以
来
こ
代
国
家
と
し
て
つ
地
■
を
築
く

べ
く
不
断
の
努
力
を
続
け
「
太
平
祥
戦
争
上

政
戯
を
経

‥験
し
つ
つ
も
一
戦
後

「奇
跡
の
４

興
」
を
政
ｔ
毬
げ
（
経
済
大
国
と
し
て
国
際

社
会
の
重
要
な
位
置
を
占
め
る
国
家
と
な
る

に
三
り
ま
し
た
。

■
は
い
こ
の

「激
動
の
時
代
」
を
撮
り
返

ろ
ど
き

「歴
史
の
連
続
性
」
を
感
じ
ず
に
は

い
ら
れ
　
　
ん
”
私
た
ち
は
、
私
た
ち
が
生

ま
れ
る
前

に
必
死

に
そ
の
時
代
を
生
き
た

方
々
が
残
し
て
く
だ
さ

っ
た
も
の
の
上
に

―生

き
て
い
る
の
で
す
。
特

に
今
回
千
島

ヶ
淵
職

没
著
墓
寃

に
参
拝
し
て
、
先
の
載

‐
争

に
お
い

て
日
本

‐の
た
め
に
■
ら
つ
「
を
犠
性

に
ｔ
て

散

つ
て
い
か
れ
た
方
が
数
多
く
お
ら
れ
た
と

い
う
事
実
を
改
め
て
思
い
知
り
ま
し
た

。
そ

し
て
、
私
た
ち
は
そ
の
よ
。つ
な
方
々
の́
僕
れ

，
二
０
性
の
上

に
生
き
て
お
り
（
我
が
掴

‐の

腱
れ
“
“
嗜
彎
“
は

，
感 め
じ ‥こ
菫
哺
れ
董
神
ぃ
ゎ

ユ
■
一
前
世
紀
の
歴
史
を
踏
ま
え
、
二
十

一
世
紀
を
日
本
ｔ
世
界

に
と
つ
て
真
に

「
平

な
０
せ
記
一
と
す

べ

‐き
だ
と
み
え
球
す
一　
‥そ

こ
ｔ
め
に
■

、
■
０
戦
争
を
反
省
す
る
と
と

も
こ
一
真
０
国
際
理
解
が
等

わ
れ
る
よ
う
に

多
一
）
）て

゛
か
ね
Ｉ
ｔ
つ
ま
せ
ん
。

聾

一彗

一
〓
一一
隻
調

騨

黎

薔

Ｆ

を

一
平
れ
つ
二
Ｃ

一
と
す
る
た
め
ｔ
は
い
観

在
の
日
本
の
〓
種
び
、
先
の
戦
キ
■
お
け
る

尊
い
な
ｔ
一
■

に
，
〓
，
一″
ウ
ら
れ
た
貴
重
な

も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
半
和
と
は
、
そ
の
上
で
ス
断
の
努
力

に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
ｔ
゛

う
こ
と
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
「

Ｆ
宋̈
０
国
飾
の
中
咳
を
ヨ
う
私
た
ち
は
一

墓
苑
に
底
ら
れ
る
実
豊
た
ち
の
祖
目
を
想
う

熱
き
こ
こ
ろ
を
決
ｔ
て
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

常
に
真
の
平
和
に
つ
い
て
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
今
回
の
参
拝
は
、
防

衛
大
学
校
学
生
に
と
っ
て
、
そ
の
こ
と
を
確

認
す
る
貴
重
ｔ
体
験
で
あ
つ
た
七
確
信
し
て

お
り
ま
す
。

悲
し
み
が
覆
う
島

日
本
書
署
玉
■
官
収
婁
面
一

第

〓
ハ
０
次
硫
黄
島
前
期
派
遣
隊

隊

長
　
辻
村

崇
私
傲
「
平
成

■
年
度
第
２
次

硫
黄
島
戦
漫
者

遺
骨
収
集
・
ヨ

査
に
参
加
さ
せ

雪

た

。
穂
黄
島
の
史
実
は
概
ね
理
解
し
て
い
ま
し

知

っ
て
い
た
か
ら
こ
そ

、
参
加
さ
せ
て
頂
き

た
い
と
載
く
思
い
、
そ
の
機
会
に
も
恵
ま
れ

ま
し
た

。

１１
月
２４
●
“
時

、
入
固
基
地
よ
り
定
潮
便

の
Ｃ
ｌ
ｌ
で

，出
発
１２
■
罰
分

‥硫
費
島
ｔ
■

，り

立

つ
。
２
賞
か
ら
大
山
薇
菫
島
職
投
者
の
書

の
莉
■
て
締
胡
式
を
行

っ
た
。

‥今
個
つ
派
■

日
輩
成
お
、
厚
４
●
０
他
、
小
笠
源
村
、
ロ

本
遺
な
會
三
塁
層
理
姜
索

旧
島
■
の
会
、

節

彎

姜

董
榎

瑯

翌
ト
ト
■
作
業
が
行
わ
れ
ｔ
．

‥作
業
＝
平

一成
１２
年
度
第
１
次
強
骨
■
集

“
調
査
以
前
に

一開
■
し
た‐地
下
壕
を
対
象
に
厚
生
省
の
針
画

に
喜
づ
き
順
次
行
わ
れ
た
。
そ
れ

´
は

、
派
遣

‐団
■
３
■
■
分
け
、
■
一
２
班

‐を
収
理
壼

、

，
■
を
鶴
■
班
を
す
る
も
の
で

、
各
理
〓
、

派
遣
欄
‐員
■
ぜ
防
衛
青
支
留
選
■
で
埋
城
き

れ
た
。

私
“
一
３
書
理
の
３
査
肇
撃
ｔ
一
西
海
岸

の
阿
苺
台
関
理
と
、
日
島
民
纂
地
付
近
の
環
一

状
遺
路
両
側
で
２
つ
に
分
け
て
行
わ
れ
た
¨

露
一」編
甥
響
詰
鰐
埋
脇

に
櫓
銃
椰
地
と
ト
ー
チ
カ
い
地
下
壕
が
す

で

に
見

つ
か

つ
て
お
り
「
そ
れ
ら
の
中
間

に
当

た
ら
、
海
椰
颯
よ
り
３０
メ
ー
ト
ル
程
ｉ
れ
た

草
地
に
な
っ
て
い
る
所
で
あ
”
ｔ
”
作
業
方

法
は
、
キ
ず
、
プ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
草
木
を
伐

採
し
、
次
に
ュ
ン
ボ
で
そ
の
地
域
を
３

‘
～
４

メ
ー
ト
ル
租
掘
り
下
げ
る
と
い
う
も
つ
で

あ
つ
た
。
我
々
●
ま
ず
ブ
ル
ド
ー
ツ
ー
で
伐

採
し
た
壇
表
に

、
御
遣
骨
、
遣
留
温
が
長
れ

て
い
な
い
か
を
熊
手
を
も
っ
て
調
査
ｔ
、
次

に
、
ユ
ン
Ｔ
の
上
げ
る
土
秒
の
中
に
そ
れ
ら

が
な
い
か
ヽ
ま
た

、
地
下
壕
が
な
い
か
を
注

視
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

結
局
（
前
期
調
壕
班
で
■
働
罰
～
“
り
１

■
ル
か
け
る
約
“
～
■
メ
ー

ート
ル
の
長
方
形

の
形
を
２
つ
劇
り
下
げ
て
み
ｔ
メ
一警
遺
貴

地
下
線
の
お
迎
え
、
発
見
は
な
か

っ
た
．
た

だ
、
こ
の
地
区
の
調
査
は
概
ね
終
了
と
な

一

な
ｏ
ま
た
私
は
携
わ
っ
て
い
な
い
が
、
相
島

民
墓
地
付
近
の
調
査
の
方
で
は
い
新
た
な
壕

が
発
見
さ
れ
た
「
ま
た
、
戦
前
の
島
民
墓
地

も
発
見
さ
れ
た
。
以
上
が
前
期
調
査
班
の
成

果
で
あ

つ
た
。

・２
月
５
日
結
団
式
を
行

っ
た
天
山
硫
黄
島

戦
没
者
の
碑
前

で
ヽ
前
期
漱
の
車
書
式
が
珠

だ
眠
る
１
万
２
千
柱
の
ま
重
の
「
ｔ
行
わ
「

た
。
団
長
が
■
瑚
漱
つ
成
果
を
■
告
ｔ
一
■

葛
、
環
香
や
持
ち
寄

っ
■
，
ｔ
と
で
供
機
ｔ

た
。・２

‐月
６
週
、
載
々
前
期
像
機
後
劇
漱
ｔ
ｉ

の
任
務
を
譲
り
薔
菫
島
を
後
に
し
た
。

２
■
欄
ｔ
い
う
墟
ぃ
派
遣
で
う
¨
た
が
、

硫
賞
鳥
は
至
る
所
に
風
化
は
し
て
い
る
も
の

の
、
そ
の
悲
し
い
史
実
を
残
し
て
お
り
そ
れ

は
現
在
も
全
く
変
わ
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
２
万
余
つ
の
将
兵
の
想
し
み
が
ｔ
の

島
を
■
っ
て
い
た
。
滉
４
‐―ま
‐海
上
■
衛
隊
汲

び
航
空
自
衛
隊
の
理
地
と
な
り
い
近
代
「
な

設
備
の
中

、
Ｆ
１
１５
な
ど
の
ジ
エ
ツ
ト
戦
闘

機
な
ど
が
飛
び
交
つ
て
や
‥るが
、
私
は
、
零

戦
が
失
地
回
復
の
為
、
決
死
の
攻
撃
の
為
に

飛
び
交
い
、
栗
林
中
将
の
指
揮
の
下
、
島
内

至
る
所
で
地
下
壕
を
掘
り
進
め
て
い
る
硫
黄

島
守
輔
隊
の
姿
が
日
に
浮
か
ん
で
来
た
，

今
に
生
き
る
我
々
が
な
す
べ
き
は
、
こ
れ

か
ら
も
最
善
の
努
力
を
も
っ
て
こ
の
事
業
の

完
遂
に
心
を
砕
く
べ
き
だ
と
強
く
感
じ
た
。

そ
れ
が
こ
の
悲
ｔ
い
島
に
濃
る
英
置
の
方
々

に
対
す
る
誠
亀
だ
と
信
じ
る
．

最
後
に
私
達
が
こ
の
道
骨
収
饗
■
業
を
行

う
に
当
た
っ
て
助
力
ｔ
て
下
さ
●
ｔ
皆
様
本

当
に
有
つ
難
ぅ
ご
ざ
い
ま
ｔ
た
「
そ
し
て
隊

雪

頭

記
覆

路

派
遣
墨

員

骨
塞

遺
団
に
参
加
し
た
、
辻
村
崇
氏
の
レ
ポ
ー
ト
を
、
ロ

本
青
年
遺
骨
収
集
団
を
通
し
て
掲
襲
さ
せ
て
頂
い
＾

も
の
で
あ
る
。

会
費
納
人
の
お
願
い

本
月
は
、
会
質
納
入
月
が
４
月
に
該
当
す
る
会
員
の

書
さ
ん
に
、
郵
便
振
込
用
紙
を
同
封
致
し
ま
し
た
。

何
分
　
塩
し
く
お
衝
い
致
し
ま
す
。

働
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
苺
生
会

‘

，

Ｒ

６

Ｒ

～

Ｒ

‘

，

ζ

，

く

て
く

‘

Ｒ

，

‘

た

く

●
●
、
●
椰
者
・
コ
体

（敬
称
略
、
順
不
同
）

僣
行
社
、
ホ
受
社
、
普
明
会
教
口
、
フ
ェ
ヤ
ー
モ
ル
，・
■
，

鵠
弊
盤
嘗
電
躍
群
ポ
黙
嗽
調
一

、
北
□
隼
徳
、
矢
ヶ
綺
　
正
一
性
薔
浩
文
ヽ
大
谷
■
勇
、
長
一

茂
、
北
川
大
介
、
性
々
本
　
諄
¨
佐
々
木
　
撃
、
池
田
智
子
ヽ

鏃
嶋
犠
甍
癬
了
一

晨静
盤
諺
下
鰐
絡
ド
い
霧
黙
爵
磁
低

合
　
貫
、
山
岸
勝
興
、
栗
山
　
毬
、
福
丼
信
子
、
松
永
切
次
郎

艦
響
緊
電
襲
報
蓼
脚一轟

曝
強
難
一品
践
蒙
諭
蝸
｝螺
韓
、と

０

新

入

会

長

小

●
畠

夫

ハ
正

全

員

）

』
肇
）̈£
≫
れ計
胸
鈴轟
纂

一　
一
一幸
世
会
に
ご
入
会
の
す
す
め

Ｔ装
顧
鷺
貯
権
金
士官言

一ぼ
主
璧
三醗
耀
第
１
８

輌
議
睡
吋
委

‥
召

』̈
」
撫
撻
計編
錫麓
彎
ｌ
急
飛
会

韓
爪
曇
一
、
上
田
光
弘
、
中
野
孝
彦
、
小
西
良
光
、
中
一

一
■
会
員
、
特
別
會
員
に
は
毎
月
、
本
紙
を
配
布
し
ま
す
＾́

墓前参拝 に向 う防大生

菫責島の職没者薇腱


